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BALB/cマウスに4-16x 102CFU (Colony Forming 
Unit) ， 7-8xWl-CFUのリステリア菌を静脈内投与す
るとそれぞれ非致死的感染症，致死的感染症が起こる。
抗 CD4抗体 (-anti-L3T4 mAb) ，抗 CD8抗体 (anti

































1) 7x 103CFU以上のリステリア菌を BALB/cマウ
スに静脈内投与すると肝臓の広汎な壊死を伴って
4""8日で死亡した。




































iROLES OF CD4+ AND CD8+ CELLS， AND THE 
EFFECT OF ADMINIST RA TION OF RECOM-
BINANT INTERFERONγIN LISTERIAL 
INFECTIONJを完成， Journalof Experimental Med-
icineに投稿し，これを主論文とし，その他参考文献2
編を附して，長崎大学大学院医学研究委員に学位申請






























致死的感染症に対して INFγ 投与すると抗 CD4抗体
投与，非投与例でも菌増殖の減少と肝臓破壊の抑制を
認め，高い生存率を観察した。本研究はマウスリステ
リア感染症における免疫応答を抗 CD4抗体，抗 CD8
抗体を invivoに投与することによって，非致死的病
態では CD8+細胞が優位に感染防御に関わり，さらに
致死的病態においては CD8+細胞が肝細胞破壊，それ
に基づく感染死に深く関係していることを世界で初め
て証明したと言う点でまさに画期的なものである。さ
らに，抗 CD8抗体あるいは IFNγ投与によって感染
死が回避可能であることにも言及し，その治療法の端
緒を導いたとも言える。本研究の成果が様々の生物学
分野，医学分野に与える影響は大きし高い評価を得
るものと確信される。
医学研究委員会は審査員の報告に基づいて，これを
討論に付して審査した結果，学位に値するものとして
合格とした。
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